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ま
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め

●
干
支
（
え
と
）
に
つ
い
て

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
か
。
ま
ず
、
「
干
支
」
に
つ
い
て
確
認
。

「
干
支
（
え
と
）
」･･･

「
干
」
は
幹
で
あ
り
、
「
支
」
は
枝
葉
。
生
命
の
始
ま
り
か
ら
成
長
→
成

熟
→
衰
退
→
含
蓄
へ
の
過
程
を
、
干
は
十
段
階
、
支
は
十
二
段
階
に
説
明
し
て
六
十
種
類
に
組
み
合

わ
せ
た
も
の
。
世
の
中
の
出
来
事
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
移
や
変
化
を
、
「
干
」
の
十
段
階
の
リ
ズ
ム

と
「
支
」
の
十
二
段
階
の
リ
ズ
ム
で
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
小
公
倍
数
六
十
で
も
と

に
戻
る
と
い
う
一
連
の
リ
ズ
ム
の
「
循
環
」
で
も
あ
る
。

年
に
し
た
ら
六
十
年
目
に
暦
が
還
る
。
還
暦
。
月
と
す
れ
ば
六
十
ヶ
月
、
五
年
。
日
な
ら
ば
六
十

日
、
二
ヶ
月
。
時
間
な
ら
六
十
分
、
一
時
間
で
循
環
す
る
。

「
干
」
は
甲
（
こ
う
）
・
乙
（
お
つ
）
・
丙
（
へ
い
）
・
丁
（
て
い
）
・
戊
（
ぼ
）
・
己

（
き
）
・
庚
（
こ
う
）
・
辛
（
し
ん
）
・
壬
（
じ
ん
）
・
癸
（
き
）
の
1
0
種
類
。

「
支
」
は
子
（
ね
）
・
丑
（
う
し
）
・
寅
（
と
ら
）
・
卯
（
う
）
・
辰
（
た
つ
）
・
巳
（
み
）
午

（
う
ま
）
・
未
（
ひ
つ
じ
）
・
申
（
さ
る
）
・
酉
（
と
り
）
・
戌
（
い
ぬ
）
・
亥
（
い
）
の
十
二
種

類
。干

支
は
幹
と
枝
葉
の
関
係
な
の
で
干
の
方
が
大
切
。
そ
こ
で
干
支
（
え
と
）
は
兄
弟
（
え
と
）
と

も
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
自
然
や
人
間
の
営
み
や
作
用
で
あ
る
「
五
行
」
と
も
結
び
つ
い
た
。
五
行
と

は
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
の
五
つ
。
干
に
五
行
が
結
び
つ
き
兄
弟
（
え
と
）
に
分
か
れ
て
木
・

火
・
土
・
金
・
水
が
配
さ
れ
ま
す
。

十
干
の
最
初
の
「
甲
」
は
木
の
兄
（
き
の
え
）
、
次
の
「
乙
」
は
木
の
弟
（
き
の
と
）
、
「
丙
」

は
火
の
兄
（
ひ
の
え
）
、
「
丁
」
は
火
の
弟
（
ひ
の
と
）
、
「
戊
」
は
土
の
兄
（
つ
ち
の
え
）
、
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「
己
」
は
土
の
弟
（
つ
ち
の
と
）
、
「
庚
」
は
金
の
兄
（
か
の
え
）
、
「
辛
」
は
金
の
弟
（
か
の

と
）
、
「
壬
」
は
水
の
兄
（
み
ず
の
え
）
、
「
癸
」
は
水
の
弟
（
み
ず
の
と
）
と
な
る
。

こ
の
十
干
に
十
二
支
を
組
合
せ
た
最
小
公
倍
数
が
六
十
だ
か
ら
、
甲
子
（
き
の
え

ね
）
か
ら
癸
亥

（
み
ず
の
と

い
）
の
六
十
年
で
一
巡
し
、
翌
年
ま
た
甲
子
（
き
の
え

ね
）
に
還
る
。
そ
れ
を
還
暦
、

本
卦
還
り
と
呼
ぶ
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
干
支
は
生
命
や
活
動
の
発
生
→
成
長
→
収
蔵
の
種
類
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
移

を
時
代
に
当
て
は
め
て
解
説
し
た
も
の
な
の
で
、
個
人
の
日
常
生
活
の
細
か
い
こ
と
に
は
適
用
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
社
会
・
時
勢
の
推
移
に
適
用
す
る
こ
と
で
時
運
の
流
れ
が
分
か
っ
て
く
る
。
そ

の
上
で
、
人
は
自
ら
信
じ
る
誠
を
尽
く
せ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
元
来
迷
い
や
す
い
人
間
は
、
情
報
が

氾
濫
し
続
け
て
い
る
世
の
中
に
お
い
て
は
、
何
か
真
実
の
一
筋
を
通
し
て
い
く
原
理
を
心
に
持
つ
こ

と
も
良
い
こ
と
。
そ
の
一
つ
が
こ
の
干
支
。

●
二
〇
一
八
年
か
ら
の
流
れ

二
〇
一
八
年
の
「
戊
戌
」
は
、
ど
ち
ら
の
文
字
も
茂
（
し
げ
る
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
繁
茂
に
よ
る

紛
糾
と
そ
の
後
の
衰
退
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
よ
く
剪
定
（
省
く
・
断
捨
離
）
し
て
賦
活
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
思
い
切
っ
た
変
革
が
必
要
と
な
る
。

二
〇
一
九
年
の
「
己
亥
」
は
、
繁
茂
の
後
を
受
け
て
、
紛
糾
に
ケ
ジ
メ
を
つ
け
て
物
事
の
筋
を
通

し
、
自
分
の
力
を
外
に
発
揮
し
て
い
く
年
。

そ
し
て
二
〇
二
〇
年
、
「
庚
」
は
「
更
（
あ
ら
た
ま
る
）
」
に
通
じ
、
更
新
・
継
ぐ
・
償
う
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
を
継
続
し
て
、
そ
の
失
（
沈
滞
や
怠
慢
）
を
償
い
、
諸
事
更
新
し
て
、

溌
剌
と
し
た
状
態
に
持
っ
て
い
く
べ
き
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
を
怠
る
と
破
壊
と
い
う
大
き
な
痛
み
を

伴
う
革
命
が
必
要
に
な
る
。

「
子
」
は
「
ふ
え
る
、
の
び
る
」
。
「
滋
」
と
同
義
。
新
し
い
生
命
力
の
創
造
。

●
来
年
、
二
〇
二
〇
年
は
庚
子
（
か
の
え
ね
）
。

干
支
の
干
は
幹
、
支
は
枝
で
あ
っ
て
、
生
命
の
創
造
や
造
化
の
過
程
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の

点
か
ら
み
て
み
る
。

「
庚
」
は
更
に
通
じ
、
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。
第
一
は
「
継
承･

継
続
」
。
第
二
は
「
償
う
」
。
第

三
は
「
更
新
」
。
つ
ま
り
庚
は
、
前
年
か
ら
の
も
の
を
断
絶
す
る
こ
と
な
く
継
承
し
て
、
そ
の
失

（
沈
滞
や
怠
慢
）
を
償
う
と
と
も
に
、
思
い
切
っ
て
更
新
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
過
去
を
断
絶
さ
せ
て
新
た
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
「
革
命
」
に
向
か
わ
せ
る

の
で
は
な
く
、
過
去
を
継
承
し
な
が
ら
自
ら
を
よ
り
強
く
し
て
新
た
な
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う

「
進
化
」
へ
と
持
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
庚
の
意
味
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
子
」
の
方
は
、
「
ふ
え
る･

蔓
延
る
」
と
い
う
意
味
で
、
「
滋
」
と
同
じ
意
味

で
あ
る
。
こ
の
滋
に
子
を
つ
け
る
と
「
孳
」
。
人
間
が
家
に
住
む
よ
う
に
な
る
と
、
色
々
な
も
の
が

増
え
る
よ
う
に
な
る
が
、
一
番
増
え
る
の
は
繁
殖
力
の
強
い
ネ
ズ
ミ
。
先
日
の
豪
雨
の
後
、
ボ
ラ
ン
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テ
ィ
ア
に
行
っ
た
先
で
ま
ず
見
た
の
も
ネ
ズ
ミ
だ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
干
支
が
民
衆
化
す
る
に
し
た

が
っ
て
、
「
子
」
は
ネ
ズ
ミ
に
な
っ
た
。
起
爆
性
を
表
す
「
亥
」
を
、
イ
ノ
シ
シ
に
当
て
た
の
と
同

じ
。●

庚
子
の
年
の
出
来
事

一
九
六
〇
年

一
月

カ
メ
ル
ー
ン
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立

ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
が
大
統
領
選
に
出
馬
表
明
（
大
統
領
期
間

一
九
六
一
～
六
三
）

沖
縄
資
料
セ
ン
タ
ー
設
立

日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
新
安
保
条
約
）
調
印

二
月

フ
ラ
ン
ス
が
サ
ハ
ラ
砂
漠
で
初
の
原
爆
実
験
。
第
四
の
核
保
有
国
と
な
る
。

三
月

映
画
「
ベ
ン
・
ハ
ー
」
日
本
公
開
（
日
本
映
画
史
上
初
の
天
覧
上
映
）

四
月

東
京
ス
ポ
ー
ツ
創
刊

韓
国
で
四
月
革
命
開
始

李
承
晩
大
統
領
辞
任

五
月

創
価
学
会
の
第
三
代
会
長
に
池
田
大
作
が
就
任

チ
リ
地
震
発
生

六
月

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
が
フ
ラ
ン
ス
よ
り
独
立

コ
ン
ゴ
共
和
国
が
ベ
ル
ギ
ー
よ
り
独
立

七
月

岸
内
閣
総
辞
職

第
一
次
池
田
内
閣
成
立

八
月

ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

日
本
初
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
発
売
（
森
永
製
菓
）

九
月

石
油
輸
出
国
機
構
（
O
P
E
C
）
結
成

一
二
月

池
田
首
相
、
所
得
倍
増
計
画
を
発
表

一
九
〇
〇
年

一
月

凸
版
印
刷
創
業

三
月

未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
公
布

四
月

パ
リ
万
国
博
覧
会
開
催

五
月

パ
リ
五
輪
（
第
二
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
開
催

六
月

義
和
団
の
乱
（
清
が
日
本
な
ど
八
か
国
に
宣
戦
布
告
）

七
月

イ
タ
リ
ア
国
王
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
暗
殺

バ
リ
の
地
下
鉄
開
通

八
月

小
学
校
令
全
面
改
正
（
義
務
教
育
の
授
業
料
無
料
）

九
月

女
子
英
学
塾
（
津
田
塾
大
学
）
開
校

十
月

フ
ロ
イ
ト
の
「
夢
判
断
」
出
版

第
四
次
伊
藤
内
閣
成
立
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一
八
四
〇
年

五
月

世
界
初
の
郵
便
切
手
ペ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
発
売
（
イ
ギ
リ
ス
）

九
月

ア
ヘ
ン
戦
争

ダ
ゲ
レ
オ
・
タ
イ
プ
（
銀
板
写
真
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
普
及

二
二
〇
年

卑
弥
呼
の
公
孫
氏
外
交

一
〇
〇
年

中
国
最
古
の
辞
典
「
説
文
解
字
」
完
成

歴
史
的
に
見
て
み
る
と
、
来
年
の
庚
子
に
い
か
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
か
、
と
い
う
答
え
は
自
ず

と
出
て
く
る
。

そ
れ
は
、
政
財
界
・
教
育
・
文
化
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ･･･

各
業
界
が
ど
れ
だ
け
「
庚
（
更
新
）
」

す
る
人
た
ち
が
「
子
（
増
え
る
）
」
か
で
あ
る
。
継
承
し
、
償
い
、
更
新
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、

本
当
に
大
変
な
こ
と
で
も
あ
る
。
既
得
権
を
手
放
せ
な
い
、
惰
性
か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
者
も
多
く
い

る
。
自
省
し
て
こ
れ
を
更
新
し
て
い
こ
う
と
す
る
善
人
は
、
遠
慮
が
ち
で
引
っ
込
み
思
案
に
な
り
が

ち
で
あ
る
。
逆
に
、
私
利
私
欲
ば
か
り
の
つ
ま
ら
な
い
者
や
、
時
局
便
乗
の
野
心
家
が
ネ
ズ
ミ
の
よ

う
に
発
生
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
害
悪
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
や
す
い
。

そ
こ
で
、
善
人
は
よ
ほ
ど
勇
気
を
出
し
て
、
つ
ま
ら
な
い
連
中
に
負
け
な
い
よ
う
に
取
り
組
ま
な

い
と
い
け
な
い
。
退
廃
的
、
虚
無
的
、
批
判
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
や
す
い
繊
細
な
社
会
で
は
、

な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
と
し
て
か
も
、
庚
々
と
し
て
庚
子
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
な
社
会
を
救
っ
て
い
く
に
は
、
「
強
き
者
た
ち
が
正
し
く
（
一
に
止
ま
る
。
一
＝
道
理
）
な
る

か
、
正
し
い
者
た
ち
が
強
く
な
る
か
し
か
な
い
」
。

こ
れ
を
も
し
怠
れ
ば
、
日
本
は
世
界
は
ネ
ズ
ミ
に
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
進
化
で
は

な
く
革
命
と
い
う
荒
療
治
に
よ
ら
な
い
と
復
活
で
き
な
く
な
る
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
そ
れ
は
避
け

た
い
。

●
ま
と
め

生
成
化
育
や
進
歩
発
展
と
は
、
「
戦
い
」
と
い
う
側
面
を
持
つ
。
幸
福
に
な
る
こ
と
が
人
間
の
義

務
な
ら
、
戦
う
こ
と
も
義
務
と
な
る
。
過
去
と
の
連
続
を
切
ら
ぬ
よ
う
に
自
ら
を
振
り
返
り
、
改
め

る
べ
き
と
こ
ろ
は
改
め
、
「
日
々
新
た
な
り
」
と
自
ら
を
更
新
し
て
い
く
。
自
己
の
実
現
・
自
他
の

共
栄
へ
と
道
を
延
ば
し
て
い
き
た
い
。

今
月
も
、
健
康
と
健
闘
を
！


